
【2026年4月1日】農研機構メッシュ農業気象データシステム
認証方式変更について

 セキュリティ強化のため、多要素認証* に変更。
 これまでのID、パスワードは利用不可。
 現在の登録利用者も、新認証システムへの新規利用申請必要。
 利用期限はこれまで同様申請が許可された日から１年間。
 Excel、Python、R、GASの新認証方式対応の専用ツール必要（既存のものは、
利用不可）。

 スマホアプリはサービス終了。
 有償版およびWAGRI版の認証は変更無し。専用ツール以外でデータ取得の場合、
有償版販売窓口に相談。

農研機構メッシュ農業気象データシステムは、商用、業務利用はできません
農研機構メッシュ農業気象データは商用・業務（有償無償を問わず、継続して情報更新・発信を行うことを含む）
の前段階の利用に限定しています。商用・業務利用の場合は以下の同質のデータサービスをご利用ください。
有償版＜https://www.vti.co.jp/mesh.html＞
WAGRI版＜https://wagri.naro.go.jp/wagri_api/1kmmesh_apiamd/＞（WAGRI会員であれば無料で利用できます）

！

*多要素認証（MFA : Multi-Factor Authentication、マルチファクタ認証とも）とは、ユーザーが自分の身元を証明するために、
複数の異なる要素を使用する認証方法です。一般的には、パスワードに加えて、物理的なデバイスや生体情報など、他の要素
を組み合わせて使用します。この方法により、不正アクセスのリスクを大幅に減少させることが可能です。
(https://sales.fromation.co.jp/archives/10000067682)

仮



農研機構メッシュ農業気象データシステム
新認証方式概要
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Windowsの場合、専用ツールはC:¥Users¥username¥以下においてください
専用ツールは、認証からトークン発行、トークンリフレッシュ、データ取得までを行います。

トークンは自動的に作業領域下に保存されます。専用ツールがOnedrive上にあると、フォルダのパスを認識できず、
データが取得できません。

！

操作 ：利用者が行う操作

赤字 ：変更点

手順1 2,3 4,5 6,7,8

手順9 10 11

手順12 13,14,15

「このデバイスを15日間信頼する」にチェック
を入れると、信頼したデバイスからの認証で
MFA（多要素認証）がスキップされる挙動のよ
うです。
１週間の有効期限とはrefereshトークンの有効
期限で、１５日以内に再度refreshトークンを取
得するときに、IDとパスワードの認証だけで取
得できるのが「デバイスの信頼」ということの
ようです。

認証



農研機構メッシュ農業気象データシステム
新認証方式

利用登録手順

現在の登録利用者も、新認証システムへの新規利用申請必要。
これまでのID、パスワードは利用不可。
利用期限は申請が許可された日から１年間。

！



1.新規利用申請

(sh-meshadmin@naro.go.jp)

メッシュ農業気象データ新規利用受付ホームページ
にて、必要事項を記入し、新規利用申請を行う

新認証方式新規利用申請ページ
https://amu.rd.naro.go.jp/usrmng/rcait_usr/application/仮

https://amu.rd.naro.go.jp/usrmng/rcait_usr/application/


2.新規利用申請受付メール、審査結果メールの確認

①登録メールアドレス宛に
利用申請受付メールが届く

＊申請後、1時間ほどしても受付メールが届かない場合、
フィルターされているか、誤ったメールアドレスを
登録した可能性があります。ご確認ください。

農研機構農林太郎様

②審査により許可された場合、
許可メールが届く（～数日程度）

農研機構農林太郎様

xxxxx@naro.go.jp

＊却下された場合は、利用目的を見直し、
再度新規利用申請をお試しください。

③別途送信されるOracleからの
メールを待つ（～1時間程度）

xxxxx@naro.go.jp



3. Oracleからのアカウント発行メールの確認

①Oracleからの
メールを開く

Oracleからのメールのタイトル

＊有効時間を過ぎた場合、アカウントの設定ができなくなりますのでご注意ください。

農林太郎

xxxxx@naro.go.jp

xxxxx@naro.go.jp

アカウント設定リンク1週間有効



4. Oracleアカウント設定：パスワードの設定

③クリック

①パスワードを入力

②再度①と同じパスワードを入力

メールのリンクをクリックすると、ブラウザ上でアカウント設定画面が開く

xxxxx@naro.go.jp
xxxxx@naro.go.jp

注意事項が日本語表記の
場合もあります



①Oracleからの
メールを開く

Oracleからのメールのタイトル

xxxxx@naro.go.jp

xxxxx@naro.go.jp

農林太郎

5. Oracleアカウント設定：パスワードリセットメールの確認



メールのリンクをクリックすると、
ブラウザ上でマルチファクタ認証
有効化に関する画面が開く

xxxxx@naro.go.jp

マルチファクタ認証(MFA)は
以下から選択可能
 メール
 スマホ等モバイル端末の
ワンタイムパスワードアプリ
( Oracle mobile Authenticator、Google 
Authenticator 等)

6.多要素認証の有効化



マルチファクタ認証(MFA)に
電子メールを選んだ場合

④パスコードを入力

②電子メールを開く

＊有効時間を過ぎた場合は、検証コードの送信からやり直してください。

①ブラウザの画面の指示に従って電子
メールを選択し、検証コードを送信する

Oracleからのメールのタイトル

③ブラウザの画面に戻る

xxxxx@naro.go.jp

農林太郎
パスコード（10分間有効）

7.多要素認証方法の登録
（メール）



⑥マルチファクタ認証(MFA)の登録完了

マルチファクタ認証(MFA)に
電子メールを選んだ場合

xxxxx@naro.go.jp

xxxxx@naro.go.jp



確認

③ アプリにdsnaroが追加されてい
ることを確認

①スマートフォンやタブレット端末
に Oracle mobile Authenticator 、
FreeOTP、Google Authenticator 等の
ワンタイムパスワードアプリ（以降
アプリ）をインストール
②端末のアプリを開き、QRコード
を読み込む等で認証を追加

マルチファクタ認証(MFA)に
ワンタイムパスワードアプ

リ（Oracle mobile 
Authenticator、Google 

Authenticator 等）
を選んだ場合

xxxxx@naro.go.jp

＊GoogleAuthenticatorの場合

⑤パスコードを入力

④ブラウザの画面に戻る

⑦マルチファクタ認証(MFA)の登録完了

8-1.多要素認証方法の登録
（ワンタイムパスワードアプリ
    Google Authenticatorの場合）



確認

③ アプリにdsnaroが追加されてい
ることを確認

①スマートフォンやタブレット端末
に Oracle mobile Authenticator 、
FreeOTP、Google Authenticator 等の
ワンタイムパスワードアプリ（以降
アプリ）をインストール
②端末のアプリを開き、QRコード
を読み込む等で認証を追加

マルチファクタ認証(MFA)に
ワンタイムパスワードアプ

リ（Oracle mobile 
Authenticator、Google 

Authenticator 等）
を選んだ場合

xxxxx@naro.go.jp

＊GoogleAuthenticatorの場合

⑤パスコードを入力

④ブラウザの画面に戻る

⑦マルチファクタ認証(MFA)の登録完了

8-1.多要素認証方法の登録
（ワンタイムパスワードアプリ
    Google Authenticatorの場合）

編
集
中



③Use empty issuer を選択

①登録のQRコードが
表示されたら
Offline Mode or Another 
Authenticator App にチェック

②スマホ／タブレット等のFreeOTPを開き、
QRコードのアイコンをタップし、
パソコンのブラウザに表示されているQRコードを
読み取る

マルチファクタ認証(MFA)に
ワンタイムパスワードアプリを選び、

FreeOTPを使う場合
8-3.多要素認証方法の登録
（ワンタイムパスワードアプリ

FreeOTPの場合）

編
集
中

（メールとパスワードでサインインしている状態）

→ 続きます



④FreeOTPに表示される６桁の数字を
ブラウザのパスコード入力欄に入れて
Verifyをクリック

マルチファクタ認証(MFA)に
ワンタイムパスワードアプリを選び、

FreeOTPを使う場合
8-3.多要素認証方法の登録
（ワンタイムパスワードアプリ

FreeOTPの場合②）

編
集
中

→これでFreeOTPが
認証ツールとして登録されます



農研機構メッシュ農業気象データシステム
新認証方式

利用者専用ページログイン 手順



9.利用者専用ページ
一般ユーザーサイト
https://amu.rd.naro.go.jp/usrmng/rcait_usr/ 仮



10. Oracleアカウント認証：ユーザー名・パスワード

xxxxx@naro.go.jp

************



11. Oracleアカウント認証：多要素認証
   ワンタイムパスワードアプリの場合

①スマートフォンやタブレット端末の
ワンタイムパスワードアプリを開く

xxxxx@naro.go.jp

②パスコードを入力

＊GoogleAuthenticatorの場合

xxxxx@naro.go.jp

xxxx



利用報告の作成等は
ここから

一般ユーザーサイト
https://amu.rd.naro.go.jp/usrmng/rcait_usr/ 仮

xxxxx@naro.go.jp

認証成功



農研機構メッシュ農業気象データシステム
新認証方式

利用者専用Wiki閲覧 手順
*登録利用者専用ページ



農林太郎（xxxxx@naro.go.jp)

12.利用者専用Wiki
Oracleアカウント認証：ユーザー名・パスワード・多要素認証

専用ツールは
目次のリンク
先から各々
ダウンロード

認証は他と同様

利用者専用Wiki
https://amu.rd.naro.go.jp/wiki_user_oci/

仮



農研機構メッシュ農業気象データシステム
新認証方式

専用ツール利用 手順

 Excel、Python、R、GASの新認証方式対応の専用ツール必要。
 いずれも利用者専用Wikiからダウンロード。
 スマホアプリはサービス終了。

！



WebブラウザでURLにアクセスし、
デバイスコードを入力することで
トークンを取得しAPIを利用するこ
とができるようになる。

13. Excel専用ツールによる利用（AMGSDataGetter.xlsm）

認証は他と同様



WebブラウザでURLにアクセスし、
デバイスコードを入力することで
トークンを取得しAPIを利用するこ
とができるようになる。

14. Python専用ツールによる利用

認証は他と同様

プログラム実行

Jupyter notebookの場合も同様



@Rstudio

15. R専用ツールによる利用

認証は他と同様

@webブラウザ

クリック or ブラウザにコピペ

コピペ
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